
引火する危険のある雰囲気で使用しない。
（ガソリン・可燃性スプレー・シンナー・ラッカー・
可燃性粉じんのある所で使わない。）（火災の原因）

器具取付けの際、電線を挟まない。
（絶縁不良により感電・火災の原因）

配線工事の際、電線の絶縁体にキズをつけない。
（絶縁破壊により感電・火災の原因）

LEDブラケット

形名

三菱 LED 照明器具

EL-V1010AL/W　AHN          EL-V1010AN/W　AHN

EL-V1510AL/W　AHN          EL-V1510AN/W　AHN

EL-V2010AL/W　AHN          EL-V2010AN/W　AHN

図記号の意味は次のとおりです。

絶対に行わないで
ください。

必ず指示に従い
行ってください。

高温（３５℃を超える）、高湿度（８５％ＲＨを超える）、
粉じん、油煙の多い場所、強い振動・衝撃のある場
所で使わない。（落下・感電・火災の原因）

表示された電源電圧以外では使わない。
（火災・感電の原因）

施工は電気工事士の有資格者が電気設備の技術
基準・内線規程、取扱説明書に従い行う。
（施工不備により、火災・落下・感電の原因）

誤った取扱いをしたときに、軽傷または
家屋・家財などの損害に結びつくもの

さびの出やすい場所、腐食性ガスの出る場所で
使わない。（劣化による落下の原因）

器具を乾燥不十分なクロス貼り・コンクリート面に
は取付けない。
（絶縁不良やさびにより感電・落下の原因）

誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷などに
結びつく可能性があるもの

風呂場など湿気の多い場所で使わない。
（火災・感電の原因）

狭い箱のような中で使わない。また、器具を隠して
使う場合は、放熱を妨げない。
（器具が過熱して火災の原因）

ドアの開閉で当たる部分に照明器具を取付けない。
（破損して落下の原因）

風が吹く場所で使わない。（落下の原因）

お 願 い
・周囲温度は５～３５℃の範囲でご使用ください。
・温泉地など、腐食性ガスが発生する場合での使用はお避けください。光学特性等に不具合が発生することがあります。

カバーに塗料などを塗らない。（過熱による火災の原因）

器具を覆わない、カバーに何も貼り付けない。
（過熱による火災の原因）

・誤った取扱いをしたときに生じる危険とその程度を、
  　　　　　　　　　　　　の表示で区分して説明しています。
  表示の意味は表中で説明しています。

壁付け・上向き又は下向き方向取付専用器具です。
横向きには取付けないでください。また天井にも取
付けないでください。（落下の原因）

取扱説明書 ・ 据付工事説明書 販売店 ・ 工事店さまへ ： この説明書は保守のため、 お客さまに必ずお渡しください。
お客さまへ ： 説明書をお読みになった後は大切に保管し、 必要な時にお役立てください。

施工者さまへ この説明書をよくお読みになり、正しく安全に据付てください。

安全のために必ず守ること

保 存 用
このたびは三菱照明器具をお買い上げいただきましてありがとうございます。

〇この製品の性能 ・ 機能を十分に発揮させ、 また安全を確保するために、 据付
　 工事前 ・ ご使用前にこの説明書を必ずお読みください。
〇お客さまご自身では据付けないでください。 ( 安全や機能の確保ができません )
〇この製品は日本国内用に設計されていますので、 国外では使用できません。
　 また、 アフターサービスもできません。

E771Z688G01     E771Z688H50

屋内で使用できます。雨水のかかる場所で使わな
い。（水気・湿気が入り感電の原因）

調光器（ライトコントローラー）と併用しない。
（火災・感電の原因）

電気工事の際は、電源を切る。
（感電の原因）異常時

の処置
（火災 ・ 感電の原因）

煙が出たり、変な臭いがしたり、破損したなど異常を感じた場合は、すぐ
に電源スイッチを切る。
煙が出なくなるのを確認して、工事店または下記連絡先にご相談ください。
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1取付け前の確認

      　　　　

器具の取付けは質量に耐える所に取付ける。

点灯中及び消灯直後の器具には
触らない。

電源を切ってから行う。

明るく安全にご使用いただくために半年に１回の
保守・点検を行う。

光を直視しない。

お客さま自身で電気工事はしない。電気工事士
の資格が必要です。

器具を布や紙などで覆わない。

器具の改造や指定部品以外の交換はしない。

煙が出たり、変な臭いがしたり、破損したなど異
常を感じた場合はすぐに電源を切る。

器具を覆わない、カバーに何も貼り付けない。

器具の直下や近くにストーブなどの電熱器を
置かない。
器具のすき間や放熱穴に金属類を差し込まない。

引火する危険のある雰囲気で使わない。

カバーに塗料などを塗らない。

【附属品】



2器具の取付け

・電源線は、適合電線を指定長さに被覆をむき、一本ずつ電源端子台
　の電源線差込穴の奥まで差し込む。

・電源線接続の際は、電源線を張った状態としない。

・Ｄ種(第３種)接地工事を確実に行う。

・アース工事は電気設備の技術基準に従い行う。

※取付板を上マークシールの矢印が上に向くように取付ける。

壁付け・上向き又は下向き方向取付専用器具です。
指定方向以外の向きに器具を取付けない。



器具取付けの際は、電源線を挟まない。


